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①保有校数及び耐震化の状況等（H27.4.1現在）

29 校 94 棟 棟 100 % 27 棟 2 棟

9 校 39 棟 棟 100 % 24 棟 1 棟

- 校 - 棟 棟 % 棟 棟

- 校 - 棟 棟 % 棟 棟

13 校 14 棟 棟 100 % 棟 0 棟

学校給食施設

単独校調理場 箇所

共同調理場 3 箇所

スポーツ施設

学校水泳プール 30 箇所

学校武道場 3 箇所

社会体育施設 1 箇所

②その他、特記すべき状況・課題

域内の公立の義務教育諸学校等施設の整備状況について

保有校等

域内全棟数

（a）

計画名称 豊岡市公立学校等施設整備計画

計画作成主体 豊岡市

計画期間

（a）のうちS56年以

前に建設された棟

（b）

耐震診断

実施率

うち耐震性

のある棟

うち耐震性

の無い棟

施　設　整　備　計　画　

都道府県名 兵　庫　県

市町村名 豊　岡　市

小学校 29

中学校 25

高等学校

特別支援学校

幼稚園 0

　本市は、平成１７年４月に旧豊岡市、旧城崎町、旧竹野町、旧日高町、旧出石町及び旧但東町が合併して誕生した市である。学校施設については、老朽施設か

ら最新施設まで地域によって格差が激しい状況にあるが、学校園の均衡ある整備が重要な課題である。特に、昭和５６年以前に建築された施設の耐震化及び老

朽施設の改修が課題である。

　幼児・児童・生徒数の減少が続く見込みであり、今後統合等の検討が必要な学校もある。



5 公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標について

①地震、津波等の災害に備えるための整備

（目標耐震化率の設定）

→

2 棟 棟 2 棟 2 棟 棟 →

1 棟 棟 1 棟 1 棟 棟 →

棟 棟 棟 棟 棟 →

棟 棟 棟 棟 棟 →

棟 棟 棟 棟 棟 →

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

③教育環境の質的な向上を図る整備

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

　　本年度までに実施した耐震診断により、耐震性の無いことが確認されている小中学校校舎のうち、構造耐震指標(Is値)の低い３棟の耐震補強を実施し、本

計画期間内に小学校の耐震化率を100％、中学校の耐震化率を100％とする。

   耐震補強に合せて小学校２校、中学校１校で窓ガラス・天井・外壁など非構造部材の耐震化を行う。

　また、天井等落下防止対策として小学校３校で吊天井撤去などの落下防止対策を行う。（防災機能強化）

学校区分

耐震性の無い棟 計画期間中に耐震化を図る棟数 耐震化事業実施による耐震化率の目標（％）

うち、Is値0.3未満

等の棟数

うち補強 うち改築 （現状） （目標）

小学校 97.9 100.0

中学校 97.4 100.0

高等学校

特別支援学校

静修小学校の水泳プールの老朽化が著しいため、改築を行う。

幼稚園

　耐震補強に合せて中学校１校で関係法令等に適合させるための工事を行い、安全性の確保を図る。（法令等）

  耐震補強に合せて中学校1校、小学校1校でトイレ改修を行い、教育環境の向上を図る。（トイレ）



6 ５の目標を達成するために必要な整備事業について

7 ５の目標に対して行う事後評価について

　計画の初年度に、5の目標の達成度合について計測するための指標を検討し、計画期間経過後に、その策定した指標等に基づき目標の達成度合を計測

し、評価結果等を当市のホームページ等で公表する。

目標①

（地震補強等）

府中小学校　　　地震補強事業、防災機能強化事業　　A=　1,131　㎡

八代小学校　　　地震補強事業、防災機能強化事業　　A=　   691　㎡

豊岡南中学校　 地震補強事業、防災機能強化事業　　A=　4,567　㎡

（落下防止）

田鶴野小学校 　防災機能強化事業　　A=　754　㎡

中筋小学校　　　防災機能強化事業　　A=　662　㎡

竹野南小学校 　防災機能強化事業　　A=　808　㎡

目標②

豊岡南中学校　 大規模改造（法令等）事業　　A=　 4,567　㎡

目標③

府中小学校　　　大規模改造（トイレ）事業　　A=　  55　㎡

豊岡南中学校　 大規模改造（トイレ）事業　　A=　 101　㎡

目標④

静修小学校　学校水泳プール（屋外）事業　　A=　180　㎡


